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202３年５月９日～１０日の２日間に渡り、神戸コンベンションセンタ

ーにて第３８回日本臨床栄養代謝学会（JSPEN）が開催されました。久方

ぶりの本格的な現地開催では延べ 8000人もの人々が参加され、今学会の

テーマである「Jump！」にふさわしい開放的で活気のある学会でした。 

この度、当院 NSTチェアマンである松末 智 診療顧問をはじめ、NSTよ

り２題発表させて頂いたためご報告いたします。 

 JSPEN2023 in KOBE 

木島 NST通信 

精神疾患患者へのＰＰＮ施行の問題点が明らかに 精神疾患患者への
PPN 施行には、問
題点の予見と対策
を熟知したケアが
重要！！ 

精神科単科施設でも経口摂取が不十分な患者への末梢静脈栄養（PPN）が必要になるが、ＰＰＮ

施行にあたり精神疾患特有の問題があり、その解決策を探り、より良い栄養管理に繋げること

を目的として調査を行った。 

①（超）高齢   ②予後に関連する併存症  

③原疾患の性質上のEN拒否や転院拒否によるPPN  

④投与経路保護のための拘束 

前向き調査（期間）：2020年１月～2022年 6月 対象：NST介入したＰＰＮ施行患者 

NSTチェアマン 

松末 智診療顧問 

当院での末梢静脈栄養（PPN）施行の実態と施行時の問題について発表して来まし

た。２週間以上の長期施行、静脈炎の合併、身体拘束が問題でありました。 

当院からは管理栄養士の久住朋さんもポスターセッションで胃瘻から完全経口摂

取に移行できた症例を発表しました。良い発表でした。 

学術集会には参加者が多く、４年ぶりの現地開催とは思えぬ程の活発な意見交換が

なされており、参加した当院 NSTメンバーもその活況に刺激を受けたようでした。

今後も、新知見を吸収する良い機会になりますので、積極的にこのような集会への

参加を勧めていきたいと思っております。 

©いらすとや 

Ｑ．①～④は兵庫県内のどの地域の名物でしょうか？ 

①たまねぎ  ②牛肉  ③手延べそうめん ④生姜醤油おでん 
a.但馬  b.神戸・阪神  c.淡路  d.播磨 

A．①たまねぎ→c.淡路 ②牛肉→a.但馬＆b.神戸阪神 ③そうめん→ｄ.播磨 ④おでん→ｄ.播磨 

PPN施行数：81例 

年齢中央値：78歳（45-96） 

PPN日数：中央値 9日（3-138） 

※２週間以上継続：25例 

原疾患例数：認知症40例 統合失調症 16例 など 

併存症あり：50/81例 

PPN施行理由：4割が肺炎 

静脈カヌーラ保護目的の拘束：計 29例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月より NST リンクナース

に初めて参加させていただき

ます。これから、他職種の方々

との連携を通して患者様を支

援していけるよう栄養管理に

ついて学んでいき、現場に必

要な情報を発信できればと思

っています。 

（第３ 相良裕子） 

 

高齢者の食思不振や、サルコペニア・フレイル問題、在宅

の褥瘡管理など、様々な角度から栄養管理について学ぶこと

ができたとともに、医療介護連携の重要性や、チーム医療の

重要性について、より深く考えることが出来ました。入院患

者の高齢化も進んでおり、高齢者の食思不振や低栄養問題は

今後さらに増えていくと思われます。管理栄養士として、今

できることは何か、患者や家族にとって一番よい方法は何な

のかを模索し、これからも患者の栄養管理と真剣に向き合っ

ていきたいと思います。（管理栄養士 樋口 MM） 

今回歴史ある JSPEN の学術集会に参加させて頂き、現地

でしか味わえない刺激をたくさん受けました。 

高齢者の食思不振への対応をテーマにした合同シンポジ

ウムでは、多岐にわたる食思不振の原因に早期に介入するこ

との必要性とチーム医療の重要性を再認識することができ

ました。生化学を用いての栄養管理の講演では脂肪乳剤やケ

トン食療法、BCAA の使用について大変興味深く学ぶこと

ができました。栄養学が身体機能維持のために大切であるこ

とを様々な角度から学ばせて頂き大変勉強になりました。

（臨床検査技師 吉田） 

初めての学術集会への参加で規模の大きさや講演数の多

さに驚きましたが、どれも大変興味深く、貴重な機会とな

りました。松末先生の講演や久住管理栄養士のポスター発

表を拝聴し、精神科特有の問題点（EN 拒否など）や、栄

養管理の大切さ、多職種との連携の重要性を改めて感じま

した。「フレイル予防のための自宅でできる運動」の講演

では、椅子を使った筋トレやポイントを学び、今後栄養指

導等で患者様にも勧めていこうと思いました。 

（管理栄養士 柳澤） 

 

様々な講演の中でも高齢者の誤嚥性肺炎を防ぐ対応につ

いて検討した講演は、当院でも同様の患者様が少なくない状

況であり、とても為になる情報を得る事が出来ました。又、

当院栄養士によるポスター展示では胃瘻から経口摂取に至

った症例を発表し、精神科単科病院でのこのような症例は珍

しく多数の質問を受けていました。松末 Dr の発表では PPN

での問題点、高齢患者の ACP について述べられており高齢

者の患者様の対応について、とても考えさせられました。今

回の大会に参加し、栄養に関してもっと学ばなければならな

いと刺激を受けた研修でした。（看護師 藤原 MM） 
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４月よりNSTに再び参加させ

ていただく事になりました。 

以前、NSTリンクナースに参加

させていただいた時に、栄養だ

けでなく胃ろうや経腸栄養、健

康管理など様々な事に関わって

いるのだと痛感しました。他職

種の方々との協力を得ながら、

NST の一員としてがんばりた

いと思います。 

（第９病棟 竹井 崇子） 

【症例】 老年期認知症やてんかんを合併している、認知機能悪化に伴う嚥下機能低下から誤嚥
性肺炎を繰り返していた７０代男性（2021年 NST介入） 

① 適切な EN管理（胃瘻）と定期的かつ持続的な経口摂取訓練により経口移行 

② 適切な EN管理は栄養状態だけでなく精神状態も良好に維持 

③ この症例を通して精神科領域における経腸栄養の特殊性と問題点が明らかに 

④ 今後も精神科領域での栄養管理は、薬剤調整による精神状態の安定を基盤とし、

患者のQOL向上に向けて多職種で長期的に関わっていく必要がある 

NST管理栄養士 

久住 朋 


